


• 横浜市は約377万⼈の市⺠が⽣活する⽇本で２番⽬に⼤きい都市です。
• 東京の⽻⽥国際空港から⾞や電⾞で30分程度でアクセスできます。
• これまで、様々な都市課題に直⾯してきましたが、課題を克服しながら発展を続けてきました。
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・横浜市の歴史について紹介します。
・横浜市は、1859年に横浜港が開港し、わずか160年強で現在の街へと発展してきました。
・横浜市は、1950年代から1960年代にかけて、急激な都市化により、⼈⼝が急増し、インフラ不⾜や環境の悪化など深刻な都市問題
を経験しました。
・急激な⼈⼝増加に伴い、これら写真にあるような交通渋滞や⼤気汚染、洪⽔、ゴミ問題などの課題も⽣まれてきました。
・このような都市課題を克服することで、私たちは優れたノウハウと専⾨知識を得ました。 3



• こうした課題解決への挑戦を通して、⾏政には都市開発の知識、経験が、そして企業にはそれに関わる技術の蓄積が進みました。
• そこで、横浜市は、これらの貴重な経験やノウハウを、横浜の強みとして応⽤し、国際協⼒やインフラ整備への貢献に取り組むこと

とし、Yokohama Partnership of Resources and Technologies、略してY-PORT事業を2011年より進めています。
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・Y-PORT事業の中⼼となるのは、横浜市、市内企業を中⼼とする企業グループのＹＵＳＡなどです。
・横浜市とＹＵＳＡは、連携協定を結んでおり、2017年にはY-PORTセンター公⺠連携オフィスを開設し、同じオフィスで活動することによっ
て連携を強化しています。
・⽇本政府やJICA、国際⾦融機関などからサポートを受け、新興国都市に対して横浜の都市づくりのノウハウや市内企業の技術を提供しており
ます。
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・Y-PORT事業の主な活動エリアは、「持続可能な都市の発展に向けた技術協⼒に関する覚書」を結んでいる、タイ・バンコク都、ベトナム・ダナ
ン市、フィリピン・セブです。
・これらの都市とは、⼆都市間で協⼒関係を構築して進めているエリアです。
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・私たちのアプローチは、パートナー都市と街づくりの将来像を共有することです。
・このスライドは、パートナー都市との間で計画段階から事業化までを⼀貫してサポートしていくことを⽰していいます。
・これは、フィリピンのセブ島で実施したものですが、私たちは、都市マスタープランの策定を⽀援し、対話、調査、実証実験を経て、インフラビジ
ネスの推進に参画しました。
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・ベトナムのダナン市の事例を紹介します。
・横浜市は、2013年にダナン市と「環境に配慮した持続可能な都市づくりに関する覚書」を締結し、環境省やJICAと連携しながら気候変動対策プ
ランの策定などに協⼒してきました。
・こうしたなか、ダナン市は、2022年３⽉にベトナム国内の⾃治体として初めて2050年カーボンニュートラル達成⽬標を表明しました。 8



・横浜市と連携協定を結んでいるYUSAの市内会員企業が、簡易省エネ診断を⾏い、省エネ対策の提案を⾏いました。
・診断結果を受け、⼆国間クレジット制度資⾦⽀援事業を活⽤して、ダナン市の浄⽔場へ⾼効率ポンプを導⼊しました。
・現在は、省エネ対策前後のモニタリング、省エネ効果の⾒える化などのサービスを提供しています。
・また、⼯業団地では、エコ⼯業団地の実現に向けてエネルギー利⽤の最適化を推進中です。 9
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